
西鉄宮の陣駅「モビリティハブ」
社会実験について

2026年3月15日
久留米市 牧野浩志
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20年前の広島都市圏への提案
広島都市圏グランドデザイン研究会提言2002.4
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2002広島都市圏GD研究会提言
（都心コア、公共交通、環状道路）
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久留米市中心市街地の苦戦
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久留米市の課題

• 人口減少
– 中核市（３０万人以上）で
なくなる

– 市の活力の減少
– 税収減少による行政サー
ビス低下

• 高齢者が3割時代（10万
人）
– 健康保険・介護保険支出
の増大

• 中心市街地の活力低下
– 商業の活力低下
– 就業機会の減少
– 地価減少による固定資産
税減収

• スプロール問題
– 慢性的な渋滞による人流・
物流の阻害

– 県外資本による郊外の乱
開発

– インフラ未整備地域の乱
開発によるインフラコスト
増

– エネルギー多消費
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久留米市中心市街地の苦戦

東京DNLの大きさ

1.5km

1k
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久留米市中心市街地の苦戦

• 1995年 上峰サティ開店（北部九州最大級）
• 2000年 大規模小売店舗法の改正（規制緩和）
• 2003年 ゆめタウン久留米開店
• 2005年 ダイエー六ツ門店閉店
• 2009年 久留米井筒屋閉店
• 2016年 久留米シティプラザ開業
• 2019年 岩田屋久留米・新館閉館
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公共交通利用者の減少
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歩行者通行量の減少
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（千人）

平日通行量 休日通行量

（主要5点の合計）

くるめりあ前交差点
2,110人

ライオンパーク前
3,305人

一番街プラザ前
3,702人

太陽会館前
3,670人 リベール前

3,072人

■調査地点
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中心市街地の地価の推移
135万円（H4）→30万円（R6）
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固定資産税（土地）・都市計画税の減収
17億（H11）→：8億（R6）
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久留米市コンパクト＆ネットワーク
戦略
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久留米市内の25鉄道駅を活かす
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久留米市コンパクト＆ネットワーク
交通体系の実現
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TODの比較（福岡、久留米、広島、岡山）
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北の玄関口 西鉄宮の陣駅
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北の玄関口「西鉄宮の陣駅」
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交通結節点だが二次交通が不足
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宮の陣モビリティハブ
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モビリティポート配置状況
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ChariChari利用状況
着実な利用者の増加

24



方向別利用状況（ハブOUT）

ChariChari利用状況
北の玄関口の機能強化
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方向別利用状況（ハブIN）

ChariChari利用状況
医療、ビジネス、学校、買い物の利用
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コミュニティ機能強化
賑わいの場（マルシェ、子育て支援、公共サービス施設 等）
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西鉄宮の陣Re-Born計画の今後
• 目的

– 移動の利便性向上、人が集まる交流空間づくりを通じた、地域コミュ
ニティの活性化

• 手段
– シェアサイクル・電動シートボード・シェアカーの「モビリティ導入」
– 子育て・高齢者ケア施設の設置、地域の賑わい創出、地域コミュニ
ティ活性化のためマルシェ等の実施による「人が集まる交流空間づく
り」

• ステップ
– 第1弾：宮の陣駅周辺の駐輪場整備（2025年3月）
– 第2弾：「モビリティ・ハブ社会実験」（2025年？）
– 第3弾：久留米MaaS導入によるソフト対策強化
– 第4弾：駅前広場や自動車交通の改善（今後）
– 第5弾：モビリティハブのコミュニティハブ化・活性化（最終目的）

• 横展開
– モビリティハブ機能の整理と25駅への横展開
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理想的な環状道路整備とTOD拡大

10km
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久留米市の公共交通議論の場
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MaaS
観光＆
ドローン

生活支援交通

交通安全
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人数企業名No人数企業名No人数企業名No

1Will Smart271ミックウェア モビリティ148久留米市役所1

1ミライト・ワン・システム
ズ281久留米高専155EMoBIA2

1アーキプラス291電気興業164マーブル3

1久留米工業大学301日本工営174久留米大学4

1熊本学園大学311筑後川プロジェクト協会183ダイハツ工業5

1九州地方整備局321Community Mobility193沖電気工業6

1崇城大学331PTV Group Japan Co.,Ltd203ゼンリン7

1西鉄バス久留米341アジア航測213福岡県8

1大川市⾧後援会（農業）351アビームコンサルティング223NTTデータ9

1筑紫女学園大学361トヨタ自動車九州232ケー・シー・エス10

1九州志士の会371ネクスト・モビリティ242ＮＴＴドコモビジネスソリュー
ションズ11

第1回研究会
参加人数：71名、参加企業37社

1ビーコンコミュニケーションズ252RYDE12

１RYODEN26１AMANE13

参加団体募集中！
詳しくは（https://emobia.or.jp/）
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